
 

○福津市まちおこしセンター条例施行規則 

平成21年6月10日 

規則第20号 

(趣旨) 

第1条 この規則は、福津市まちおこしセンター条例(平成21年福津市条例第4号。以

下「条例」という。)の施行について、必要な事項を定めるものとする。 

(利用許可の申請) 

第2条 条例第4条の規定により、福津市まちおこしセンター(以下「センター」とい

う。)の施設及びこれに附属する器具等(以下「施設等」という。)を一定の期間占

有して利用する場合は、市長(指定管理者に利用の許可を行わせる場合にあっては、

指定管理者。以下、この条、第3条、第4条、第5条及び第6条において同じ。)にま

ちおこしセンター利用許可申請書(様式第1号。以下「許可申請書」という。)を提

出し、許可を受けなければならない。 

2 第1項の規定により許可を受けた者が、許可に係る事項を変更しようとするときは、

市長にまちおこしセンター利用許可変更申請書(様式第2号。以下「変更申請書」と

いう。)を提出し、許可を受けなければならない。 

(利用の許可) 

第3条 市長は、前条第1項の規定による許可申請書を受理したときは、これを審査の

上利用の可否を決定し、許可することに決定したときは、まちおこしセンター利用

許可書(様式第3号。以下「利用許可書」という。)を交付するものとする。 

2 市長は、前条第2項の規定による変更申請書を受理したときは、これを審査の上利

用の可否を決定し、許可することに決定したときは、まちおこしセンター利用変更

許可書(様式第4号)を交付するものとする。 

(使用料の納付) 

第4条 利用許可を受けた者は、条例第9条別表に定める使用料を、利用する日までに

前納しなければならない。 

(使用料の減免) 

第5条 条例第10条の規定による使用料の減免については、次の各号に掲げるとおり

とする。 

(1) 福津市等が主催、又は共催して利用するとき。 全額免除 

(2) 福津市等が後援して利用するとき。 半額免除 

(3) その他市長が特に必要と認めるとき。 全額又は半額免除 

2 前項に規定する減免を受けようとするときは、まちおこしセンター使用料減免申

請書(様式第5号)を許可申請書に添えて申請しなければならない。 

(使用料の還付基準) 

第6条 条例第11条ただし書きの規定による使用料の還付の基準は、次のとおりとす

る。 

(1) 天災、その他不可抗力により利用できないとき。 全額 
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(2) 利用する日の7日前までに利用の取り消しを申し出たとき。 全額 

(3) 利用する日の前日までに利用の取り消しを申し出たとき。 半額 

(4) その他やむを得ない事情があると市長が認めたとき。 市長が必要と認める

額 

2 前項に規定する還付を受けようとするときは、まちおこしセンター使用料還付申

請書(様式第6号)に、既に交付された利用許可書を添えて、市長に提出しなければ

ならない。 

(遵守事項) 

第7条 センターを利用する者は、別に定める事項を遵守しなければならない。 

(立入検査) 

第8条 センターの職員は、管理運営上必要があると認めるときは、利用中の施設に

立ち入ることができる。この場合、利用者はこれを拒否できない。 

(破損・滅失の届出) 

第9条 利用者は、施設等を破損し、又は滅失したときは、直ちに職員に届け出なけ

ればならない。 

(委任) 

第10条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

1 この規則は、平成21年7月1日から施行する。 



 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 


